
2022年度 看護学研究科修了生アンケート
実施概要
・対象：2022年度看護学研究科修了生 6名中3名より回答を得た。（回答率50％）
・実施方法：マイクロソフトのフォームズに無記名式アンケートで回答。

Ⅰ．あなた自身についておたずねします。

Ⅰ−問１ あなたの性別をお答えください。
女性 2
男性 1
合計 3

Ⅰ−問２ 修了後の進路・在職状況についてお答えください。(複数回答)
医療機関(病院など) 2
福祉機関（高齢者施設、小児施設など） 1
行政機関(市町村など) 0
大学教員など 0
その他 0
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Ⅰー問３ 将来のキャリアプランとして現時点で考えておられるのがあればお答えください。
   （複数回答可）
大学院博士課程 3
研究者 3
看護管理者 0
看護実践者 1
起業 0
その他 1
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Ⅱ．看護学研究科での学修・研究や院生生活についておたずねします。

Ⅱー問１ あなたは在学中に以下のことがらにどの程度熱心に取り組んだと感じていますか？

熱心に取
り組んだ

ある程度
熱心に取
り組んだ

あまり熱
心でな
かった

熱心では
なかった

授業科目での学修 3 3
学位論文に関する研究活動 2 1 3
学会活動や研究者との交流 1 1 1 3
看護実践能力の発展 1 2 3
他の修士生との交流 2 1 3
TAなど教育活動 2 1 3

100%

授業科目での学修
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67%

33%

学位論文に関する研究活動

熱心に取り組んだ

ある程度熱心に取
り組んだ
あまり熱心でな
かった
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学会活動や研究者との交流

熱心に取り組んだ

ある程度熱心に取
り組んだ
あまり熱心でな
かった
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33%
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看護実践能力の発展

熱心に取り組んだ

ある程度熱心に取
り組んだ
あまり熱心でな
かった
熱心ではなかった

67%

33%

他の修士生との交流

熱心に取り組んだ

ある程度熱心に取
り組んだ
あまり熱心でな
かった
熱心ではなかった
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33%
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Ⅱー問２ 大学院教育を通じて、以下のディプローマポリシーがどの程度身についたと感じていますか？

身につい
た

ある程度
身につい
た

あまり見
について
いない

身につい
ていない

DP1：看護学の専門領域における
課題を、倫理観をもって、科学
的・理論的思考に基づいて解決す
る科学的探究能力を身につけてい
る。

1 1 1 0 3

DP2：看護学に関わる幅広い専門
知識を身につけ、広く看護学の発
展に寄与できるよう自己研鑽を積
むことができる。

1 1 1 0 3

DP3：地域医療やチーム医療を理
解し、看護職としてチーム医療の
リーダーとなることができる。

1 1 1 0 3

DP4：変化する社会において保健
医療福祉の健康問題を捉え、地域
医療に貢献できる。

1 1 1 0 3
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Ⅲ．総合的に、本学に入学して満足していますか？
満足している 2
ある程度満足している 1
やや不満 0
不満 0
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